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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供する有効量の導電
性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分を活性水素成分に
対して0.20：1以下の比で含有し、発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が25 psi以下である
導電性可撓性ポリウレタン発泡体。
【請求項２】
　ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分に対して0.15：1以下の比で含
有している請求項1記載の発泡体。
【請求項３】
　ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分に対して0.1：1以下の比で含有
している請求項2記載の発泡体。
【請求項４】
　発泡体の密度が、3 g/cm3以下である請求項1記載の発泡体。
【請求項５】
　発泡体の密度が、1.5 g/cm3以下である請求項4記載の発泡体。
【請求項６】
　発泡体の密度が、0.95 g/cm3以下である請求項5記載の発泡体。
【請求項７】
　導電性充填材の濃度が140 phr～900 phrである請求項1記載の発泡体。
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【請求項８】
　導電性充填材の濃度が140 phr～700 phrである請求項7記載の発泡体。
【請求項９】
　導電性充填材の濃度が140 phr～400 phrである請求項8記載の発泡体。
【請求項１０】
　周波数20 MHz～1000 MHzにおいて少なくとも10 dBのノイズ遮断効果をさらに含む請求
項1記載の発泡体。
【請求項１１】
　ノイズ遮断効果が少なくとも30 dBである請求項10記載の発泡体。
【請求項１２】
　ノイズ遮断効果が少なくとも50 dBである請求項11記載の発泡体。
【請求項１３】
　発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が15 psi以下である請求項1記載の発泡体。
【請求項１４】
　発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が5 psi以下である請求項13記載の発泡体。
【請求項１５】
　導電性充填材が、フレーク、繊維、フィラメント、針状体、スリバー、または中空微小
球体を含む請求項1記載の発泡体。
【請求項１６】
　導電性充填材の直径が0.1ミクロン～100ミクロン、アスペクト比(L/D)が、10/1～3000/
1である請求項15記載の発泡体。
【請求項１７】
　ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供する有効量の導電
性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分
に対して0.20：1以下の比で含有し、発泡体の密度が、0.95 g/cm3以下である導電性可撓
性ポリウレタン発泡体。
【請求項１８】
　ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分に対して0.15：1以下の比で含
有している請求項17記載の発泡体。
【請求項１９】
　ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分に対して0.10：1以下の比で含
有している請求項18記載の発泡体。
【請求項２０】
　導電性充填材の濃度が140 phr～900 phrである請求項17記載の発泡体。
【請求項２１】
　導電性充填材の濃度が140 phr～700 phrである請求項20記載の発泡体。
【請求項２２】
　導電性充填材の濃度が140 phr～400 phrである請求項21記載の発泡体。
【請求項２３】
　周波数20 MHz～1000 MHzにおいて少なくとも10 dBのノイズ遮断効果をさらに含む請求
項17記載の発泡体。
【請求項２４】
　ノイズ遮断効果が少なくとも30 dBである請求項23記載の発泡体。
【請求項２５】
　ノイズ遮断効果が少なくとも50 dBである請求項24記載の発泡体。
【請求項２６】
　発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が25 psi以下である請求項17記載の発泡体。
【請求項２７】
　発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が15 psi以下である請求項26記載の発泡体。
【請求項２８】



(3) JP 4293793 B2 2009.7.8

10

20

30

40

50

　発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が5 psi以下である請求項27記載の発泡体。
【請求項２９】
　導電性充填材が、フレーク、繊維、フィラメント、針状体、スリバー、または中空微小
球体を含む請求項17記載の発泡体。
【請求項３０】
　導電性充填材の直径が0.1ミクロン～100ミクロン、アスペクト比(L/D)が、10/1～3000/
1である請求項29記載の発泡体。
【請求項３１】
　ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供する有効量の導電
性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分
に対して0.20：1以下の比で含有し、周波数20 MHz～1000 MHzでのノイズ遮断効果が少な
くとも10 dBである導電性可撓性ポリウレタン発泡体。
【請求項３２】
　ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分に対して0.15：1以下の比で含
有している請求項31記載の発泡体。
【請求項３３】
　ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分に対して0.10：1以下の比で含
有している請求項32記載の発泡体。
【請求項３４】
　発泡体の密度が、3 g/cm3以下である請求項31記載の発泡体。
【請求項３５】
　発泡体の密度が、1.5 g/cm3以下である請求項34記載の発泡体。
【請求項３６】
　発泡体の密度が、0.95 g/cm3以下である請求項35記載の発泡体。
【請求項３７】
　導電性充填材の濃度が140 phr～900 phrである請求項31記載の発泡体。
【請求項３８】
　導電性充填材の濃度が140 phr～700 phrである請求項37記載の発泡体。
【請求項３９】
　導電性充填材の濃度が140 phr～400 phrである請求項38記載の発泡体。
【請求項４０】
　ノイズ遮断効果が少なくとも30 dBである請求項31記載の発泡体。
【請求項４１】
　ノイズ遮断効果が少なくとも50 dBである請求項40記載の発泡体。
【請求項４２】
　発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が25 psi以下である請求項31記載の発泡体。
【請求項４３】
　発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が15 psi以下である請求項42記載の発泡体。
【請求項４４】
　発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が5 psi以下である請求項43記載の発泡体。
【請求項４５】
　導電性充填材が、フレーク、繊維、フィラメント、針状体、スリバー、または中空微小
球体を含む請求項31記載の発泡体。
【請求項４６】
　導電性充填材の直径が0.1ミクロン～100ミクロン、アスペクト比(L/D)が、10/1～3000/
1である請求項45記載の発泡体。
【請求項４７】
　ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供する有効量の導電
性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分
に対して0.20：1以下の比で含有し、発泡体の密度が、3 g/cm3以下であり、周波数20 MHz
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～1000 MHzでのノイズ遮断効果が少なくとも10 dBであり、発泡体の50％圧縮時の圧縮変
形値が25 psi以下であり、導電性充填材の濃度が140 phr～900 phrである導電性可撓性ポ
リウレタン発泡体を含むガスケットまたはシール。
【請求項４８】
　ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供する有効量の導電
性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活性水素成分
に対して0.15：1以下の比で含有し、発泡体の密度が、1.5 g/cm3以下であり、周波数20 M
Hz～1000 MHzでのノイズ遮断効果が少なくとも30 dBであり、発泡体の50％圧縮時の圧縮
変形値が15 psi以下であり、導電性充填材の濃度が140 phr～700 phrである導電性可撓性
ポリウレタン発泡体を含むガスケットまたはシール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、1999年10月20日に出願された米国特許出願第09/421,559号の一部継続出願で
ある。
【０００２】
発明の技術分野
　本発明は、導電性ガスケットおよびシールに用いることのできる導電性可撓性低密度ポ
リウレタン発泡体に関する。
【背景技術】
【０００３】
　筐体をはじめとする電気および電子機器のハウジングをシールして、シールされた封止
領域の内部から外部へ、また外部から内部への電磁ノイズや高周波ノイズの伝搬を防止す
ることのできるガスケットやシール等の製品が必要とされている。こうした製品には、湿
気や塵埃等の粒子から機器を保護することも要請されている。こうしたガスケット類は、
電子機器類のカバーの内側、フレーム、パネル、扉部の間、筐体、ハウジングに配置され
る。これらのガスケット類は、圧縮変形値が低い柔軟なものとしなければならない。圧縮
変形値が低ければ、閉じるのに必要な力が少ない。このことは格納容器やハウジングを、
より薄く、より柔軟な材料から形成することを可能にするだろう。ガスケット類は、長期
にわたって圧縮永久ひずみ(compression set)を生じることなく、少なくとも50%圧縮可能
である必要がある。これらのガスケット類は、また、圧縮緩和サイクルを多数回繰り返し
た後も、導電性および圧縮回復特性を保持し続けている必要がある。
【０００４】
　数多くの製品が、こうした導電性ガスケットへの需要を満たすために開発されてきた。
一つの方法では、２層を設けるアプローチを採用している。その外層には導電性金属を含
む。その内部コアないし内層に、実効性あるガスケットであれば有しているべき各種所望
の特性を持たせている。こうした製品は、同時係属の米国特許出願第09/421,559号に記載
されており、この出願は、参照としてその全体が本明細書に組み入れられるものである。
【０００５】
　別の製品としては、編成メッシュ材料またはワイヤメッシュの帯状片を弾性コアの外面
に巻き付けて覆うことによって作製した高周波EMI/RFI遮蔽ガスケットがある。この種の
メッシュ被覆コアは、米国特許第4,652,695号に記載されている。こうしたコアは、高度
の圧縮が可能な任意の材料を用いて形成することができるものの、通常は、可撓性で非導
電性のポリウレタンまたはポリエチレン発泡体から形成される。米国特許第4,857,668号
では、布様の鞘状被覆が使用されている。この被覆は靱性で、良好な切傷抵抗および摩擦
抵抗を付与する。コアに被覆を適用する方法は、極めて効率的で、他の実施可能な方法と
比べて費用が少なくてすむ。良好な遮蔽値が得られるが、こうした被覆は堅く、圧縮変形
値が高くなる。堅い被覆を用いると、ガスケットを曲げることが極めて困難となるので、
こうしたガスケットの場合、通常、まっすぐなまま使用し、断片を互いに突き合わせて連
続したガスケットを形成する。あらゆるガスケット断片接合箇所から漏れが生じうるので
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、防水シールを作製することも極めて困難である。防水シールが必要とされる場合には、
第２のガスケットとして従来のガスケットを併用する必要がある。さらに、ポリウレタン
発泡体は良好な圧縮回復性を有しうるものの、被覆は記憶性が悪く、そのために、得られ
るガスケットは圧縮回復性に乏しいものとなってしまう。 さらにまた、こうした被覆は
、通常、大量のニッケルまたは銀を含有しており、そのため、極めて高価となってしまう
。さらに、これらのガスケットは、現場発泡を行うことができず、前もって作製しておか
ねばならない。ガスケットの装着は、労働集約的で、装着コストがかさみ、結果的に最終
的なガスケットの価格も高くなる。
【０００６】
　導電性ガスケットを作製するもう一つの方法は、プラスチックの母材内部に導電性充填
材を包含させるものである。通常、可撓性エラストマー（たとえば、シリコーンおよびネ
オプレン）が使用される。この領域の多くのそうした特許の例としては、米国特許第4,01
1,360号を挙げることができる。可撓性エラストマーは、性能特性が良好で、製造しやす
いことから、ガスケットの材料として特に望ましい。このようなエラストマーは、吸水率
が低く、切傷抵抗が良好である。しかし、この種のガスケットは、導電性金属の濃度が高
いので、特に、銀などの導電性金属を使用した場合には、高コストとなる。導電性充填材
の大半は硬く、また、こうした充填材は、高濃度での使用が必要とされるため、この種の
エラストマーは、導電性充填材非含有のエラストマーと比べて、堅く、曲がりにくく、脆
くなりがちである。現在入手可能な導電性エラストマーガスケットは、非導電性ガスケッ
トと比べるとはるかに硬く、こうしたガスケットを可撓性とするのは、不可能ではないに
せよ、極めて困難である。これらのガスケットは、また、圧縮変形値が極めて高く、圧縮
回復性に乏しい。
【０００７】
　導電性発泡体を作製する試みは、限定的にしか成功していない。米国特許第4,378,322
号には、前もって作製しておいた発泡体に導電性材料を含侵させる方法が記載されている
。米国特許第4,931,479号には、ギャップを埋めるための、高密度で高硬度の導電性ポリ
ウレタン発泡体が記載されている。しかし、これらの方法は、いずれも、（現場発泡型の
）ガスケットの適用には不向きである。
【０００８】
　従来技術に付随していた欠点を有さない現場発泡型のガスケットが必要とされている。
【発明の開示】
【０００９】
発明の概要
　本発明は、ガスケットおよびシールとして使用するのに適した導電性可撓性ポリウレタ
ン発泡体に関するものである。このガスケットおよびシールは、２つの導電性表面間で使
用してEMI/RFI遮蔽を達成する目的で使用することができる。このガスケットおよびシー
ルは、室温または高温で現場発泡、前もって作製、または成型することができる。この発
泡体は、柔軟で、可撓性があり、低い圧縮変形を有している。さらに、この発泡体は、圧
縮回復性が良好で、切傷抵抗性で、吸水率が低い。
【００１０】
　本発明は、ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供する有
効量の導電性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分を、活
性水素成分に対して約0.20：1以下の比で含有し、発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が約2
5 psi以下である導電性可撓性ポリウレタン発泡体に関するものである。
【００１１】
　本発明は、また。ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供
する有効量の導電性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分
を、活性水素成分に対して約0.20：1以下の比で含有し、発泡体の密度が、約0.95g/cm3以
下である導電性可撓性ポリウレタン発泡体に関するものである。
【００１２】



(6) JP 4293793 B2 2009.7.8

10

20

30

40

50

　本発明は、また、ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供
する有効量の導電性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分
を、活性水素成分に対して約0.20：1以下の比で含有し、周波数約20 MHz～約1000 MHzで
のノイズ遮断効果が少なくとも約10 dBである導電性可撓性ポリウレタン発泡体に関する
ものである。
【００１３】
　本発明は、また、ポリウレタンおよびポリウレタン中に分散した、EMI/RFI遮蔽を提供
する有効量の導電性充填材を少なくとも1種含み、ポリウレタンが、イソシアネート成分
を、活性水素成分に対して約0.20：1以下の比で含有し、発泡体の密度が、約3 g/cm3以下
であり、周波数約20 MHz～約1000 MHzでのノイズ遮断効果が少なくとも約10 dBであり、
発泡体の50％圧縮時の圧縮変形値が約25 psi以下であり、導電性充填材の濃度が約140 ph
r～約900 phrである導電性可撓性ポリウレタン発泡体を含むガスケットまたはシールに関
するものである。
【００１４】
発明の詳細な説明
　本発明は、EMI/RFI遮蔽に適した可撓性で導電性のポリウレタン発泡体製ガスケットお
よびシールに関する。発泡体は、前もって作製しておく場合も、現場発泡させる場合も、
容易に適用することができ、室温および／または高温で硬化させることができる。発泡体
は、柔軟で可撓性があり、低い圧縮変形値を有し、弾性があり、低い圧縮永久ひずみを有
し、吸水率が低く、切傷抵抗性が良好である。発泡体は、また、数多くの圧縮緩和サイク
ルを繰り返した後でも導電性を保持する。
【００１５】
　ポリウレタン発泡体の化学的性質は、当業者には周知である。ポリウレタン樹脂からは
、すでに長年にわたって、非導電性で可撓性の優れた発泡体ガスケットが製造されてきた
。ポリウレタン発泡体は、基本的に、熱硬化系である。発泡体の発泡は、機械的または化
学的に、あるいはその双方によって行われる。発泡体は、前もって作製しておいてもよい
し、現場で発泡してもよい。
【００１６】
　可撓性発泡体には、ガスケットおよびシールの用途に使用した場合、非発泡エラストマ
ーと比べて有利な点がいくつかある。発泡体ガスケットは、エラストマーガスケットと比
べてはるかに柔軟かつ可撓性で、優れた物理的特性を保持している。より柔軟な材料を使
用した方が、対向面との間でより良好なシールが形成されるので、より良好なガスケット
およびシールが得られる。非導電性エラストマーは、ショアA硬度20程度の柔軟なものま
で製造されているものの、硬さがこれより低い非導電性エラストマーは、物理的特性の点
で多くの問題があり、大抵の用途に不向きである。ポリウレタン発泡体であれば、これよ
りははるかに柔軟な、ショアOO硬度0より低い非導電性で可撓性のポリウレタン発泡体を
製造することができる。硬度がこうした低い値のものであっても、ポリウレタン発泡体は
、多くの望ましい物理的特性を備えている。さらに、発泡体は、エラストマーより圧縮変
形値がはるかに低く、圧縮回復性も良好なものを製造することができる。また、非透水性
の発泡体製ガスケットを製造することも可能である。
【００１７】
　密度が極めて低い発泡体を製造して、圧縮回復性を改善し、硬さと圧縮変形値を実質的
に低減することも可能である。また、低密度発泡体ガスケットは、非発泡ガスケットと比
べて容積あたりの重量が低く、そのため、製造コストが安くてすむ。たとえば、発泡体の
密度を50%減らすと、ガスケットのコストを50%下げることができる。密度は、他の所望の
特性を犠牲にしない範囲でなるべく下げることが好ましい。
【００１８】
　非導電性発泡体と同様の利点を有するような導電性の発泡体を製造することもできる。
また、低密度で導電性の発泡体であって、導電性充填材の充填率が極めて高い発泡体を製
造することもでき、全組成の最大90 wt％が、導電性充填材であってもよい。導電性発泡
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体は、発泡体密度が、0.1 g/cm3といった低密度であってもよく、ショアOO硬度10（たと
えば、ショアOO硬度10～ショアA硬度5）といった低い硬度であってもよい。低密度導電性
発泡体であっても、組成物中の導電性充填材の割合を、高密度導電性発泡体やエラストマ
ーより高くする必要はない。
【００１９】
　本発明の導電性可撓性ポリウレタン発泡体は、組成物の全重量にもとづいて約10 wt％
～約70 wt％のポリウレタンポリマー(バインダー)、好ましくは約15 wt％～約40 wt％ポ
リウレタンポリマーを含有する組成物から製造する。ポリウレタンの使用量は、組成物の
所望の最終特性に応じて決まる。ポリウレタン発泡体の組成についての当業者であれば、
各種の成分どのように組み合わせて、圧縮永久ひずみ、圧縮変形、密度、引っ張り強さ、
伸び、切傷抵抗、耐水性といった特性を最適化し、所望の特性を得ればよいのかについて
熟知しているはずである。
【００２０】
　イソシアネート成分と活性水素成分の混合比は、約0.2：1以下、好ましくは約0.15：1
以下、より好ましくは約0.1：1以下である。
【００２１】
　イソシアネート、水素供与体、および含まれている他のすべての液状成分を合わせた粘
度は、100,000 cps未満、好ましくは50,000 cps未満とする必要がある。ポリマーの粘度
が低い方が、製造された発泡体の密度が低くなるので、液状成分は、低い粘度を有するこ
とが好ましい。
【００２２】
　高粘度のポリマーを使用して低密度の発泡体を製造するのは困難である。そうした場合
には、加熱することによって粘度を下げ、かつ発泡体の密度を下げることができる。粘度
を低下させるような添加剤を使用して、粘度を下げることも可能である。
【００２３】
　導電性低密度2成分ポリウレタン発泡体の場合には、イソシアネート末端ポリオールの
かわりに、ジイソシアネートモノマーまたはポリマーを使用するのが好ましい。イソシア
ネート末端ポリオールは、その製造原料であるイソシアネートモノマーまたはポリマーよ
り、粘度が高いからである。
【００２４】
　組成物は、組成物の全重量にもとづいて約30 wt％～約90 wt％、好ましくは約40 wt%～
約80 wt％の量の少なくとも1種の導電性充填材をさらに含有している。この少なくとも1
種の導電性充填材は、ポリマーの全体に、EMI/RFI遮蔽効果が得られる量を分散させる。
【００２５】
　導電性充填材の濃度は、樹脂（ポリオールとイソシアネートの合計）100部あたり、約1
40～約900部の樹脂(phr)、好ましくは約140 phr～約700 phr、より好ましくは約140 phr
～約400 phrとする。
【００２６】
　導電性充填材は、貴金属、卑金属、貴金属で被覆された非貴金属、貴金属で被覆された
ガラス、貴金属で被覆されたプラスチック、貴金属で被覆されたセラミックおよびカーボ
ンブラックから選ぶことができる。適当な導電性充填材としては、銀、ニッケル、アルミ
ニウム、銅、スチールならびにこれらを金属および非金属の基材にコーティングしたもの
があるが、導電性充填材はこれらに限定されるものではない。
【００２７】
　導電性充填材は、粒子、球、粉、フレーク等の任意の適当な形態および形状のものを用
いることができる。導電性粒子を使用する場合には、粒子の粒径は、通常、約1ミクロン
～約80ミクロン、好ましくは、約10ミクロン～約30ミクロン、特に好ましくは約20ミクロ
ンとする。
【００２８】
　導電性充填材は、粒子以外の形状のものを使用することが好ましい。導電性発泡体は、
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曲げや圧縮緩和サイクルを繰り返すと、導電性を失いやすい。したがって、好適な態様に
したがって、導電性を失うことなく発泡体を曲げることのできるアスペクト比の高い導電
性充填材を使用する。アスペクト比の高い充填材の例としては、フレーク、繊維、フィラ
メント、針状体、スリバー(sliver)類、可撓性の中空微小球体が挙げられる。アスペクト
比の高い充填材を用いると、充填レベルが低くても粒子同士の接触が良好になる。そのた
め、アスペクト比の低い充填材を使用した場合より低い充填レベルで、より良好な導電性
を得ることができる。アスペクト比の高い充填材を使用すると、樹脂(バインダー)濃度を
高くすることができる。したがって、こうした充填材を使用することで、引っ張り強さ、
伸び、圧縮回復性といった物理的特性がより良好となる。
【００２９】
　アスペクト比の高い充填材の直径は、約0.1ミクロン～約100ミクロン、好ましくは約15
ミクロン～約30ミクロンである。アスペクト比(L/D)は、好ましくは約10/1～約3000/1、
より好ましくは 約20/1～約100/1である。
【００３０】
　可撓性の中空微小球体は、また、圧縮緩和サイクルの後でも、導電特性が良好なレベル
に保持されている。ある程度の圧縮性を有する球状充填材は、剛固な球状充填材より優れ
た特性を示す。球状充填材を用いて製造されるガスケットおよびシールは、他のアスペク
ト比の高い充填材を用いたものと比べると、物理的特性が劣る。
【００３１】
　導電性充填材の密度が低い方が、製造される発泡体の密度も低くなる。一方、充填材の
密度が高いと、発泡体が膨らみにくくなり、その結果、発泡体の密度が上昇する。イソシ
アネートの水素供与体との反応は発熱性であるが、ガスケットは通常小型で、直径が約3/
4インチ未満、高さが約1/2インチ未満なので、反応が生じても多量の熱を生じるわけでは
ない。したがって、低密度充填材を用いた方が、発泡体が膨らみやすく、得られた発泡体
の密度を低くしやすい。外部の熱を導入することによって、発泡体の密度を下げることも
可能である。
【００３２】
　柔軟な充填材の方が、硬い充填材より好ましい。柔軟な充填材を使用した方が、圧縮変
形値の低い柔軟な発泡体を製造することができる。柔軟な充填材を用いると、それを発泡
体に結合させるポリウレタンの母材(matrix)にかかる応力が低くなる。柔軟な充填材は、
ガスケットに加えられる圧縮緩和サイクルの繰り返しに発泡体が耐えていくうえで有利で
ある。柔軟な非導電性充填材を用いて、金属導電性充填材の薄層でコーティングした方が
、コスト以外の点でも利点が多い。得られた発泡体は、基材との密着性が優れ、可撓性も
高くなる。さらに、柔軟で研磨作用のない充填材は、硬い充填剤ほどは、接触する分注装
置の部品を摩耗させない。
【００３３】
　充填材は、柔軟で、モース硬度が約5未満であるのが好ましい。モース硬度は、固体粒
子の硬さを測定する標準的な試験方法である。この尺度では、（もっとも硬い粒子である
）ダイアモンドの硬度が15、もっとも柔らかい滑石の硬度が1とされる。他のすべての粒
子は、1～15の範囲内である。
【００３４】
　本発明の導電性発泡体は、密度が、約3 g/cm3以下、好ましくは約1.5 g/cm3以下、より
好ましくは約0.95 g/cm3以下、特に好ましくは約0.1～約0.95 g/cm3である。こうした発
泡体は、もとの成分の容積の約3倍～約30倍の膨張率を示す。
【００３５】
　本発明の低密度導電性ポリウレタン発泡体からは、少なくとも適切な電磁遮蔽を示すガ
スケットを製造することができる。この発泡体は、導電性で、体積抵抗率が約0.0017オー
ム.cm～約9.5オーム.cm、表面抵抗率が約0.07オーム/cm2～約6.5オーム/cm2である。この
ガスケットをハウジングまたは格納容器に装着すると、ノイズレベルが低下し、すなわち
、約20 MHz～約1000 MHzの周波数の範囲で、少なくとも約10 db、好ましくは少なくとも
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約30 db、より好ましくは少なくとも約50 dbのノイズ遮断効果が得られる。
【００３６】
　本発明の低密度導電性ポリウレタン発泡体からは、ASTM D3574Cにしたがって測定した
圧縮変形値が、50%圧縮時に測定して約25 psi以下、通常約1 psi～約25 psi、好ましくは
約15 psi以下、より好ましくは約5 psi以下であるようなガスケットを製造することがで
きる。50%圧縮時には、ASTM D 1056にしたがって測定した圧縮永久ひずみは、約0%～約30
%の範囲、好ましくは約0%～約10%の範囲である。
【００３７】
　ASTM D2240にしたがって測定した硬さは、好ましくは、ショアOO硬度約0～ショアA硬度
約30の範囲である。
【００３８】
　発泡体に適用する場合、ショアA硬度は、発泡体頂部の薄い表層(skin)の硬さについて
測定していることになる。圧縮変形は、発泡体試料全体を、発泡体の厚さの所定の割合ま
で圧縮するのに必要な力を測定するものである。すなわち、圧縮変形は、発泡体の壁部を
構成しているポリウレタンエラストマーの強さ、そして、このセルの壁部を折り曲げるの
にどの程度の力が必要とされるのかを測定する。圧縮変形とショアA硬度は、互いに依存
性ではない。たとえば、ショアA硬度が同一であるような２つの発泡体の圧縮変形値が大
きくことなるということも十分にあり得る。
【００３９】
　ガスケットおよびシールは、電子機器が収納された格納容器に水が入り込むのを防止す
る必要がある。したがって、低い吸水率または高い耐水性を有することが重要である。耐
水性は、たとえば、ガスケットを秤量し、ガスケットを所定温度で所定時間水に浸漬し、
ガスケットを取り出して再度秤量することによって測定することができる。この場合、吸
水率は、ガスケットの重量のパーセントとして測定する。ガスケットの当初の重量が100
グラムで、ガスケットによって吸収された水が１グラムであった場合、吸水率は、1%とな
る。
【００４０】
　ガスケットが、電気格納容器内で対向する面は、通常、金属またはプラスチックの細長
い帯状片である。したがって、ガスケットおよびシールは、高い切傷抵抗を有する必要が
ある。切傷抵抗は、たとえば、金属またはプラスチックの帯状片で、ガスケットの中央部
を長さ方向に50%圧縮することによって測定することができる。金属帯状片(strip)の直径
は、ガスケットの直径の10%にとどめてよい。その後、ガスケットと帯状片を加熱する。
加熱の後、帯状片を取り除き、ガスケットの切傷の有無を観察する。切傷が生じていなけ
れば、許容される。
【００４１】
　導電性ポリウレタン発泡体は、高度に充填された系である。導電性ポリウレタン発泡体
は、少量のポリマーのみを含有し、この少量のポリマーが、充填材を所定位置に保持して
、必要な物理的・化学的特性が発揮させる。発泡体が、実際の使用条件において、こうし
た特性を保持し続けることが重要である。
【００４２】
　発泡体は、圧縮サイクルを繰り返した後に、微細なひび割れを生じるようなことがあっ
てはならない。微細なひび割れが生じると、ガスケットは、導電性を失い、適切な遮蔽効
果を発揮できなくなる。導電性がどの程度保たれるかを測定するひとつの方法としては、
「圧縮永久ひずみ」サイクルを繰り返した後に、導電性を測定する方法が挙げられる。こ
うした試験は、ガスケットをどのような用途に使用するのかに応じて、周囲温度で実施す
ることも、高温で実施することもできる。サイクル数も、変化させることができる。
【００４３】
実施例
実施例１
　導電性ポリウレタン発泡体を、以下の成分（wt％で測定）から製造した。
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【００４４】
　ケムキャスト901ポリオールは、粘度が100 cpsのポリエーテルポリオールである。イソ
シアネート608は、粘度が50 cpsのジフェニルメタンジイソシアナートポリマーである。
発泡体は、100部のポリウレタン樹脂に対して200部の導電性充填材、または全組成の66.7
%の導電性充填材を含有していた。
【００４５】
　導電性材料を、すべて、ポリオール成分中に分散させたところ、粘度は、40,000 cpsと
なった。ポリオール成分とイソシアネート成分を、ロボットアームに分注ノズルが装着さ
れた計測混合分注装置（meter-mix-dispenser）に充填した。平坦な表面上に、発泡体ガ
スケットを、幅1/2インチ、高さ1/4インチのガスケットの形状に分注した。
【００４６】
　発泡体は、密度が0.5 g/cm3であった。50%圧縮時の圧縮変形力は2.9 psi、硬さはショ
アOO硬度40、50%圧縮時の圧縮永久ひずみは２０％、吸水率は1%未満であった。各周波数
での電磁放射の減衰を測定したところ、ノイズの減少は、1 MHz～900 MHzの範囲で、60 d
B～80 dB であった。体積抵抗率は、0.03 オーム.cm、表面抵抗率は、0.5 オーム/cm2で
あった。
【００４７】
実施例2
　導電性ポリウレタン発泡体を、以下の成分（wt％で測定）から製造した。

【００４８】
　得られた発泡体は、導電性で、表面抵抗率は、0.2 オーム/cm2であった。
【００５１】
実施例4
　導電性ポリウレタン発泡体を、以下の成分（wt％で測定）から製造した。

【００５２】
　イソシアネート2005は、イソシアネートプレポリマーで、粘度は2000 cps（イソシアネ
ート608の40倍）である。
【００５３】
　発泡体の密度は、1.1 g/cm3であった。つまり、発泡体の密度は、より高粘度のイソシ
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高かったことになる。
【００５４】
実施例5
　発泡体の密度が1 g/cm3未満、硬さがショアA硬度8超および8未満の4つのサンプルを作
製した。

【００５５】
　A、B、CおよびDは、いずれも、同じ組成の導電性ポリウレタン発泡体である。発泡体の
密度の低下にしたがい、硬度と圧縮変形力が低下している。
【００５６】
　当業者には、本発明の組成物および方法を、本発明の精神および範囲から逸脱すること
なく、さまざまなかたちで改変したり、変形したりすることができることが明らかなはず
である。したがって、本発明は、そうした本発明の改変物および変形物に関しても、それ
らが添付の特許請求の範囲およびその均等物の範囲内であるかぎり、それらを包含するす
るものである。
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